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（中央省庁等改革推進本部令） （告 示）
0 文 部科学省組織規則 （中央省庁等改革 推進本部 29)
（ 平成1 2 . 8. 1 4  官 報 号外 第 1 64 号）
0 通信 教 育 の 廃止を許可した件 （文部 1 3 9)（平成 1 2. 8 . 
0 中央省庁等改革 のため の 文部科学省組織関係命令 の
整備 に 関 す る 命令 （同44) （向上）
（省 令）
0 青少年及び成人 の 学 習 活 動 に 係 る 知識・ 技能審査 事
業 の 名称等 に 関 す る 省令 （文部4 9) （ 平成 1 2. 8 .  1 6  官
報第 2934 号）
10 官報第 2930 号 ）
��� 
第1田富山大学の将来計画に関する検討特別委員会 第1田富山大学の在り方に関する検討特別委員会
( 8 月 1 0 日 ）
（審議事項） （審議事項）
(1) 委 員 会 の 進め 方 に ついて (1) 委 員 会 の 進め 方 に ついて
第 2回富山大学の将来計画に関する検討特別委員会
( 8 月 25 日 ）
（審議事項）
(1) 中・長 期 計 画 の検討 に ついて
ー ミ』
平成12年度教育改善推進費（学長裁量経費）採択結果
① 教 育研究内容， 組織運営体制 の改善充実 のため の経費
人 文 学 部 ｜ 少人数教育FD の基礎作業一総 合演習を通してー
教 育 学 部 ｜ 体， 運動を核とした総 合学習としての野外経費
教 育 学 部 ｜ 新入生研修及び 在来生 合宿研修
人文学部教務委員長
500 I 
松崎一 平 教授
1 .  ooo I 西川友之 教授｜ 学生生活委員会副委員長
400 I 
奥村義雄 教授
( 8 月 28 日 ）
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附 属 学 校
障害児教育指導法 の推進一個 に 応じた指導 の追
500 
附属養護学校副校長
求一 佐藤鉄朗
工 学 部
平成 1 1 年度実施の工学部外部評価指摘事項の分 1,000 
工学部長
析と対応に関する検討 宮下 尚 教授
工 ；ヱ4－ 部 工学部学生イ ン タ ー ン シ ッ プ （継続） 300 
工学部教務委員長
森田弘之 教授
工 学 部 目的意識向 上のための新入生学外合宿研修 250 竹越栄俊 教授
水 質 保 全 学内 におけるゴミ減量化の試み～ゴミ分別 の促
750 
水質保全セ ン ター長
セ ン タ ー 進と紙ゴミ の再資源化～ 長谷川 淳 教授
学 生 部 学務情報 シ ス テム用 ソ フトフェア の導入 9. 000 
大学教育委員会委員長
時津 貢
総 務 部 人事課情報 シ ス テ ム （新汎用）の導入 1. 604 
人事課長
山木宏明
1 0 件 1 5, 304 
② 学部又は大学の枠を越えた教育研究の国際化， 高度 ・ 先端化， 学際化のための経費
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理 学 部
育プ ロ グラム の研究
極東ア ジア域 における越境大気汚染物質の同時
連続観測
中国内蒙古地域 に おけ る自然環境破壊が 下等脊
椎動物 の生理機構に及ぼす影響
2002年新教育課程編制 （総合的な学習）推進事
業
理 学 部
附 属 学 校
経 済 学 部 ｜ コ ンピュー タ・イ ン テ ン シブ な経済学研究
｜環 日 本海 におけ る 事業創 造基盤の比較研究 に つ
経 済 学 部 ｜
1 いて 日 中韓露 のI Tと事業創 造一
イ ン タ ー ネ ッ ト を用いた学習支援 シ ス テ ム
工 学 部 I ( C A  I I シス テム） の構築
工 学 部 ｜ 自然環境にかかわ る “微生物工場” の基盤研究
附 属 図書 館 ！ 日 本学術図書総合目録デー タベース の整備
機 器 分 析 ｜分析機器の共同利用 に よ る 教育研究の 先端化・
セ ン タ ー ｜学 際化
2. ooo I佐々木重洋 助教授
t. ooo I湯川純幸 教授
3. 100 I張 勤 講師
500 I 内山 実 教授
l 附属中学校副校長
l 000 I ｜ 大津 保
3. ooo I近藤康之 講師
3, ooo I国中祥子 教授
知能情報工学科長
t, ooo I 袋谷賢吉 教授
2. ooo I小平憲一 教授
附属図書館長
1 0  000 小谷仲男
機器分析セ ン タ ー長
2. ooo I 龍山智楽 教授
1 1 件 2 9, 200 
③ 大 学改革等 に必要 な経費
人文学部長
人 文 学 部 ｜ 外部評価の実施 1. 000 I l 鈴木敏昭 教授
理学部長
理 学 部 ｜外部評価の実施 l 000 I 1 虞 岡公夫 教授
教育学部長
教 育 学 部 ｜ 教育学部 の 教育活動 に ついての外部評価 600 I ｜塚 野州 一 教授
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経 済 学 部 経済学部の外部評価実施
総合情報処理 富山大学クラス・スケジューリング・システム
セ ン タ ー 開発プロジェクト
総合情報処理 エンドユーザー・コンビューテング（E UC ) 
セ ン タ ー 推進化プロジェクト
環日本海地域 環日本海地域研究センター懇話会開催経費研究センター
経 理 部 アプリケーションソフトウェアの 整備及び総合文書管理システム構築
経 理 部 会計経理事務の 情報化に係る情報基盤の整備
9 件
④ 地域との連携に必要な経費
理 学 部 ｜理学部出前講義の実施
工 且寸Aー 部｜高等学校への 出張講座と工学部紹介（継続）
工 '+ 部 ｜透光性を有するキーボードの予備実験およびその 実用化に関する調査研究
工 学 部 中学生対象の 公開講座
地域共同研究 富山大学における技術移転機関（TLO）創設
セ ン タ ー 準備経費
地域共同研究 産学連携推進の ため の 情報ネットワークの整備セ ン タ ー
生涯学習教育 平成12年度富山大学公開講座研究センター
生涯学習教育 第2回富山大学親子フェスティパル研究センター
環日本海地域 環日本海地域研究センタ一日露交流セミナー開
研究センター 催経費
学 生 部 留学生地域受入支援事業
1 0 件
⑤ 特色ある大学づくりに必要な経費
理 学 部｜ 富山湾の 水環境をモニターする一富山湾の 海水汚染の 現状把握と汚染拡大防止を目指してー
教 育 学 部 ｜単位互換制度を実効あるもの にするため の オンラインコース授業の 実現可能性に関する研究
工 学 部 ｜工学部学力別クラス編成授業（継続）
留学企セター ｜情報化・国際化社会における留学生センターのン 広報活動一情報発信基地をめざしてー
4 件
報
700 
経済学部長
古田俊吉 教授
2,000 
総合情報処理センター長
山西潤一 教授
l, 000 
総合情報処理センター長
山西潤一 教授
500 
環日本海地域研究センター長
丹羽 昇 教授
2,835 
経理課長
鈴木園夫
2,500 
経理部長
太田正信
1 2. 1 35 
理学部長
600 I t 庚 岡 公夫 教授
工学部長
500 宮下 尚 教授
700 唐 政 教授
400 教 務係長 大崎秀雄
2,320 
地域共同研究センター長
女川博義 教授
680 
地域共同研究センター長
女川博義 教授
600 
生涯学習教育研究センター長
字井啓高 教授
900 
生涯学習教育研究センター長
字井啓高 教授
500 
環日本海地域研究センター長
丹羽 昇 教授
500 
学生部長
綴釜康雄
7, 700 
2. 500 I中村省吾 助教授
600 向後千春 助教授
400 
工学部教 務委員長
森田弘之 教授
2,000 
留学生センター長
塩津和章 教授
5, 500 
I 
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⑥ 将来， 科学研究費補助金などの外部資金の獲得につながる研究に必要な経費
理 学 部｜ 高等植物の発生・生理解析のための新しいモデル植物の開発 2. 500 I若杉達也 助教授
理 学 部 新規ニューロペプチドの探索と生物工学的応用研究開発 1, 000 内山 実 教授
工 学 部 分散微粒子 3次元座標同時測定法の開発 2,000 伊藤研策 助教授
3 件 5, 500 
⑦ 学生グループの 研究支援に必要な経費
理 学 部！ インピーダンス・スペクトロスコピーによる破 700 続山裕樹 大学院生嬢現象の研究 指導者 渡漫 了 助手
理 学 部｜ 富山県内における下等脊椎動物の 分布と内分泌 500 上条 雅 大学院生撹乱の調査 指導者 内山 実 教授
工 学 部｜ 学生とともに実践する古代のロマン“富山にお 800 橋爪 隆 大学院生ける古代鉄製造に賭ける夢” 指導者 寺山清志 助教授
3 件 2,000 
⑧ 教育上必要となる基本的設備の た め の 経費
人 文学 部1sc Sおよびマルチメディア・システムを活用 ｜ ｜矢津英一 教授した外国語教育・学習プログラムの開発 2 000 
教 育 学 部 ｜教育学部附属教育実践総合センター設置γ」伴う 10, 000 教育学部長改修等に不足する経費の支援 ’ 塚野州一 教授
施 設 課 身体障害者の入学に伴う改修等に不足する経費 14 211 施設課長教育学部） の 支援 ’ 中島省吾
附 属学 校 幼稚園における「ものづくり・自然体験Jに関 900 附属幼稚園長する萌芽的研究 原 稔 教授
附 属学 校 学校図書館の「学習情報センター化Jプロジェ 1 000 附属小学校校長クト ’ 安藤修平 教授
経 済 学 部 経済学部201教室の冷房設備設置とAV化 3, 200 竹川慎吾 教授
工 学 部 ｜大
規模集積システム設計教育のための基本的設 I 2. 500 I 女川博義 教授備導入による教育高度化の試み
学 部 3次元C G並びにアニメーションの 実践教育の ｜ 袋谷賢 τt 教授た め の基本設備の充実 I 2, 500 I 口
工 学 部 機械設計製図機具の更新 I 2. 500 I 竹越栄俊 教授
学 生 部1英語教育支揖システムの導入 4, 500 I ｜
教
小
義
津
教育
浩
実施
教
櫨
授
構長
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異動 区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 P甘会・
採 用 1 2. 7. 3 岡崎亜都 子 事務補佐員｛附属図書館情報サービス課）
1 2. 7. 1 3  田村 真紀 事務補佐員 （人文学部・理学部）
昇 任 1 2. 8 . 本吉 友治 留学生課留学生係長 留学生課専門員 （留学生担当）
II 新庄 忍 主計課総務係主任 富 山工業高等専門学校会計課出納係長
転 任 1 2. 8. 中村 克 己 富山工業高等専門学校会計課出納係長 留学生課留学生係長
配 置 換 1 2. 8 . 安部 公子 事務補佐員 （附属図書館情報サービス課） 事務補佐員 （附属図書館情報管理課）
任用更新 1 2. 8. 高橋 純 技術補佐員 （総合情報処理セ ン タ ー） 任用更新
II 早河 秀章 II II II 
育児休業 1 2. 7. 1 1  上木佐季子 助 手 経済学部 職務復帰
退 職 1 2. 7. 1 1  薄田 智宏 助 手 経済学部 平成 12年7月 1 0 日 限 り 任期満了によ り 退職
1 2. 7. 1 5  松井 輝代 臨時用務員 （教育学部炊婦） 平成 12年7 月 14 日 限 り 任期満了によ り 退職
R’ 堰免 芳 子 II II 
II 仲谷千鶴 子 II II 
1 2. 8. 立川 智之 技術補佐員 （総合情報処理セ ン ター） 平成 12年7 月 31 日 限 り 任期満了によ り 退職
II 山 下 淳 II II II 
” 西村 隆 志 II II II 
II 佐藤 宏隆 II II ” 
II 垣内 篤子 II II II 
辞 職 1 2. 7. 7 横川 みき 事務補佐員 （人文学部 ・ 理学部） 辞 職
1 2. 7. 31 清水 寛 留学生課専門員 ’E 
II 中島 潤 子 附属図書館情報管理課図書情報係主任 II 
” 柳原 一雄 臨時用務員 （契約室作業員） II 
職務命令 1 2. 7. 1 5  竹内 茂粥 教 授 教育学部 水質保全セ ン タ ー長 （～ 14. 7. 14) 
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大学説明会を開催
一一富山大学会場一一
去 る 8 月l 日 （火） に 本学を 会 場 （黒田講堂等） とし
て 富 山 大 学説明会を開催しました。
こ の 説明会は， 大学進学を目指す 高校 2 年生及び 3 年
生を 対象に， 本学の入試内容や 教育内容など に ついて の
理解を得 る ことを目的として毎 年開催してお り ， 今年で
1 3回目 の開催と な り ました。
近 年は， 夏休み期 間 中 に志望大学を 見 学 す る ことが定
着したことから， 富 山 県をはじめ， 石川 県 など近県はも
とよ り ， 遠くは岩 手県や広島県 などから の参加者も あ り ，
今年は826人 の参加者が あ り ました。
当 日 は， 午前 中黒田 講堂 において， 時津学長 の挨拶，
能登谷副学長から本学 の概要や平成 1 3年度入試 の 説 明 の
後， 大 学紹介ビ デ オ の上 映 が行われ， 午後からは希望す
る 学部 に分かれ， 模擬授業， 在学生から の 説明や実 験室
等 の 見 学紹介 などを行いました。
一一名古屋市会場一一
今 年で 8 回目と な る 学外で の 大 学 説 明 会を去 る 8 月 4
日 （金） に 名 古屋 市内で開催し 50名 の参加者が あ り ま
した。
午前 中は高等 学 校 の 進路指導 担当 教諭を 対象に ， 午後
からは本学へ の 進学を希望 す る 高校 生及び そ の 保護 者 な
どを対象に それぞれ説明を行いました。
説 明 会では， 大 学概要及び各学部の 説明， また平 成 1 3
年度入試 の概要 説 明及び 大 学紹介ビ デ オ の上 映 （午後 の
部 のみ）を行った後， 質疑 応答や個別相談 に 応じました。
質疑 応答や個 別相談は， 来 年度 入試 の概要や各学部の
特徴及び進路状況 など に ついて活発 に 行われました。
-8一
参加した 高校生たちは， 進路決定 の参 考 にしようと，
熱心 に説明 に 聴き入っていました。
企全体説明会 （黒田講堂大ホール）
...名古屋市会 場の模機（KKR三の丸）
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駐日アイルランド大使が附属図書館を訪問
去 る 8 月 3 日 （木） ， 駐 日 アイ ルラ ンド特 命 全 権 大使
デ ク ラ ン・オド ノ パ ン 氏が附属図書館を 訪問されました。
ヘ ル ン 文庫は， アイ ルラ ンド出身のラ フカディ オ・ハー
ン （後 に 日 本に帰化し小泉八雲と称した。 ） の 旧蔵書 2435
冊からなり， 本学 の 前身校 の 1 つで あ る 旧制 富 山高等学
校創設 の 際， 全国から 優 秀 な研究者を集め るため， 馬場
家 （ 旧制 富 山高等学校創設資金寄付者） がハー ン の遺族
から譲り受け同校 に寄贈されたも ので， 現在は 附 属 図 書
館の貴重 な 所蔵資料と なっています。
当 日 は， 小谷館長や人 文学部鈴木教授が， ハー ン自筆
の「神国日 本jの原稿等 に ついて細やか に 説 明し， 大使
は熱心 に 見 学されました。
な お． 今 年は， ハーン生誕ISO，周年 にあた・り， 駄には
富 山 市で記念事 業が実施され ることになっています。
企ハーンの肖像とともに記念撮影（右からヂクラン ・
オドノパン大使， 鈴木人文学部教控， 小省図書舘長
平成12年度学校図書館司書教諭講習を実施
平成 1 2年度学校 図書館司書教諭 講習が， 7 月 2 7日 （木）
から 8 月 1 0 日 f木） まで黒田 講堂会 議室を主会場として
実施されました。
こ の 講習は， 学 校 図 書館 の 専 門 的職 務 に携わ る 司書 教
諭を養成 す るため， 文 部 大 臣 の 委嘱を受け毎 年実施され
ているも ので， 本学は平成 5 年度から担当し， 今 回で 8
回目を数えま す。
本年度は10 8人 の参加が あり そ の内訳は現職教諭 91
人， 学生 （ 3 年次以 上） 13人， そ の他 4 人でした。
参加者は， 猛暑 にもかかわらず， 学校図書館司書教諭
の資格取得 に向けて， 熱心 に受 講していました。
な お， 講義 の内容等は， 次 のと おりです。
k旦
9 10 1 1  1 2  
7 月 27 日（木） （受付）
28 日（金） 8 : 30～ 8 : 45 学校経営と学校
8 月 3 日（木） （連絡事項〉 図書館
4 日（金） 8 : 45～ 9 : 00 
8 月 7 日（ 月 ） （受付〉
8 日（火） 8 : 30～ 8 : 45 学校図書館メディ
9 日（水） （連絡事項） アの構成
1 0 日（木） 8 : 45～ 9 : 00 
企講習会の模織（黒田講堂会議室）
13 14  1 5  16 17  
講 師
昼
休 学校経営と学校図書館
富山短期大学
非常勤講師 村 上 和子
み
昼 富山大学附属図書館
休 学校図書館メディアの構成 専 門 員
滋野 康雄
情報サービス課 吉田 恵吉
み ’t 山田 正芳
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中学生を対象とした公開講座「見えないものを観る」
を開講一工学部一
恒例と なった中学生を対象とした公開講座 （体験学習）
を7 月 31 日 ～ 8 月 1 日 の 2 日 間 にわたって， 工 学 部 の 研
究 室を会場として開講しました。
こ の 公開講座は， 本 年で 6 回目を数え， 科学 に興味を
持 つ中学生が多数参加 す る 安定した企画へと 成長し， 今
年度 の テーマは 「見え な いも のを観る J として， 県内各
地から 4 1 名が参加しました。
今 回は， 昨 年と同様 に， 限 られた時 間内で， 出来 る限
り 多くの研究 に 触れ るとい う 目 的で， 2 研究 室を 1 日 ず
つ体験させ る こととし、 講義内容は次 の7 テ ーマを準備
しました。
①シリ コ ン表面 の 原子 の配 列を見 る
②光と色 の世界一眼と 光と色彩 の 不思議 一
③マ イ ク ロ マ シ ン， ナ ノ マ シ ン 一小さ な小さ な機械 一
④薬剤耐性遺伝子を見てみ ようー抗生物質は なぜ効か
なくな る のか？ 一
⑤ 高温で 溶 け る 物質 の七色変 化を観 る
⑥遺伝子 の本体D N Aを目で 見てみよう 一 生命 の設計
図は目で 見え る か？ 一
~ 
⑦化 学反応を使って微量 成分を観 る ー ジュ ー ス の 成分
な あ に？ 一
公開講座終了 後 に開催された中学生諸君と担 当 の 教官
と の懇談 会 の 場では， 「大変興味深い研究 に 触れ る こと
がで きて感動したJ， 「 コ ンビュ ー タ シミュ レ ー ショ ン に
興味を感じたJなど の発言が あ り ました。
企公開講座風景
司
工学部高辻助教授が会田技術奨励賞を受賞
工 学 部 高 辻 則夫助 教授が約 1 8年 に わた り 行ってきた
「熱問押出し加工 に 関 す る 基礎的研究J に 対して， （初 日
本塑性加工学 会 よ り そ の 成果が認められ， 5 月 26 日 ～28
日 に開催された 日 本塑性加工学会総会 において， 平 成 1 2
年度会田 技術奨励賞が授与されました。
会田 技術奨励賞は， 塑性加工 の分野 にお け る 学問・技
術 に 関 す る 顕著 な 業績 に贈られ る 賞で， 平成 1 2年度は 1
個人， 2 団体が受賞しました。 高辻助 教授 の 業績題目は
「熱問押出し加工 に 関 す る 基礎的研究jと なっています。
- 1 0-
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
外国出張 工 学 部 助教授 佐 藤 雅 弘 カ
非線形音波 のF DT D法 に よ る定 1 2. 8. 1 ナ ダ 式化及び解析 に関す る研究 1 2 .  8 . 31  
工 学 部 助教授 蓮覚寺 聖 一
フ フ ン ス 16回化学教育国 際会議に出席， 研
1 2. 8. 2 
｝＼ 、ノ ガ lj 一 究発表 1 2. 8. 1 1  
機器分析 助 教授 中 村 優 子 フ フ ／ ス 16回化学教育国 際会議 に出席， 発
1 2 .  8. 2 
セ ン タ ー ｝＼ ノ ガ lJ 表 1 2. 8 .  1 1  
全米カ レ ッ ジ・ バスケ ッ トボール 1 2. 8. 14 
教育学部 助 教授 大 川｛言 行 ア メ1）カ 合衆 国 の発展過程と コ ーチ ング理 論の現
状 に 関す る 研究 1 3. 6. 14 
1 2. 8. 17 
人 文学部 助教授 小 野 直 子 ア メ リ カ 合衆 国 アメリカ 医学史関係史料収集
1 2. 9 . 1 
理 学 部 助教授 藤 浩 明 ブ フ 第 1 5団地球内部電磁誘導 に 関 す る
1 2. 8. 1 8  
ン jレ ワー ク ショ ッ プに出席， 研究発表 1 2 .  8. 28 
工 学 部 助教授 寺 山 清 志 カ ナ ダ C OM2000国 際会議 に出席
， 研究 1 2 .  8. 20 
発表 1 2 .  8. 25 
工 学 部 助教授 吉 田 正 道 オ フ ダ 第 1 2回国 際乾燥 シ ンポジウ ム に出
1 2 .  8. 25 
ン 席 ， 研究発表 1 2. 9. 3 
経済学部 助教授 中 村 和 之 ス ぺ 第56回国際財政学会での研究報告，
1 2. 8. 26 
イ ノ 学術交流 1 2. 9 . 2 
経済学部 助教授 垣 田 直 樹 ス ぺ 第56回国 際財政学会で の研究報告，
1 2 .  8. 26 
イ ン 学術交流 1 2 .  9 . 2 
1 2. 8 .  31 
人 文学部 講 師 青 木 恭 子 ロ ン ア 研究資料収集
1 3. 3. 1 
工 学 部 教 授 塩津 和 章 ス ノて イ
第13回破壊 に 関するヨー ロ ッ パ会
1 2. 8. 31 
ノ
議 に出席， 研究発表 1 2. 9. 1 1  
1 2. 8. 4 
海外研修 教育学部 教 授 字 井 啓 高 ブ フ ン jレ 万園地質学会 に出席， 発表
1 2. 8. 2 1  
理 学 部 教 授 平 山 実 中 国 際会議
I CE I C' 2000 に出席，
1 2. 8. 8 
国 講演 1 2. 8 .  1 8  
人 文学部 講 師 林 夏 生 韓 韓国 にお け る 対 日 文化外交政策 に
1 2. 8 .  14 
国 ついての 調査・研究 1 2 .  8. I 9 
教育学部 教 授 佐 藤 幸 男 ヴ ィ エ ト ナ ム ベ ト ナム にお け る 教育事情及び 小
1 2 .  8. 16 
規模移動の実態 調査 1 2. 8 .  23 
教育学部 助教授 布 村 忠 弘 中 国
2000年ワールドグランプリ大会におけ 1 2. 8 .  16 
フ イ リ ピf ノ る全日本女子バレーボールチームのメデイカルサボ トに関する調査研究 1 2 .  8 .  28 
1 2 .  8. 17 
理 学 部 教 授 鈴 木 邦 雄 ブ フ ン jレ 国 際昆虫学会議 に出席， 研究発表
1 2 .  9. 4 
- 1 1一
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ド イ ツ 12 . 8 .  20 
経済学部 助 教授 青 木 亮 フ フ ン ス
LRT （低床電車） に関する 調査，
イ ギ ス 資料収集 12. 9 . 12 
理 学 部 教 授 金 坂 績 中
第 17 田ラマ ン分光学 に関す る国際
12 . 8 .  20 
国 会議に出席 12. 8 . 26 
コ ンビュー タやイ ン ターネ ッ トを 12. 8 . 2 1  
附属学校 教 諭 横 野 誉 子 ア メ リ カ 合衆国 活用した新情報教育 に ついての打
ち 合わせ 12. 8 .  29 
12 . 8. 2 1  
教育学部 教 授 山 西 潤 ー ア メ リ カ 合衆国
マー レ イ 州 立大学と の情報教育に
関わ る共同研究 12. 8. 29 
理 学 部 講 師 張 動 ア メ リ カ 合衆国 極域 に おけ る 海水・ 海底堆積物 の
12 . 8. 22 
採取 12. 10. 7 
イ ギ ス C I HA2000 （国際美術史学会大 12. 8 .  3 1  
教育学部 助 教授 鼓 みど り フ フ ン ス
イ タ ') ア 会） に出席 12 . 9. 2 7  
®®©®®@ 
氏 名 本 国に お け る 来 学 自 的 本学受入先 期 間（ 国 籍） 所 属 機 関 ・ 職 名
ポジェ ンナ カパ レツー 日ポーラ ンド科学技術協力 12 . 9 . 3 
ピ エ ト レ ン コ グダニ スク 工 科 大 学 プ ロ ジェク ト （R -98 各種 工学部教授Bozenna Kawalec-Pie- 化 学 プ ロ セ ス 工 学 科 気泡塔反応器 の 流 動 特性 熊 津 英 博trenko 主 任 教 授 多相流 の研究） 共同研究推
（ポ ー ラ ン ド ） 進 12. 9. 13 
也事』昌司
《住 所変更》
部 局 職 氏 名
工 � 部 文部 教官 安 川 洋 生
（助教授）
《新任 者住所》
部 局 ｜文部i務官I�村二；ヱ4－ 生 部
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8 月 に現職が お亡くな り に な り ました。
ここ にご報告 す る と とも に， 謹んでご冥福をお祈 り 申し 上げます。
置回 完 氏
（水素同位体科学研究セ ン タ一助 教授）
8 月 3 日 逝去
享年46歳
。��l!l
人事院勧告の概要
に ついて 報告しました。
第428号
平成 12年 8 月 15 日 ， 人 事院は国会及び 内閣 に 対し， 国
家公務 員法， 一般職 の給与 に関 す る法律等 の規定 に 基づ
き， 一般職 の職 員 の給与 に ついて 報告し， 併せて給与 の
改定 に ついて勧告 す る ととも に， 公 務 員人 事管理 の改革
給与勧告 の骨子及び 公務員人 事 管 理 の改革 に関 す る 報
告 の骨子は， 以 下 の と お り で す。
0 本年の給与勧告のポイント
① 基本給（俸給表）の改定の見送り
② 子等に係る扶養手当の引上げ
給与勧告の骨子
③ 期末 ・ 勤勉手当（ボーナス）の引下げ（b.O. 2月分）
～平均年間給与， 2年連続の減少（ム6.9万円（ム1.1%)) 
勧告 に 当た り ， 引き続き厳しい諸情勢 の 下． 民 間 の給与抑制措置・雇用 調整等 の実施状況 に ついて 幅広く調査・把
握す る ととも に， 有識者， 企 業経営者等 の意見を広く聴取 （東京， 全国33 都 市）
1 給与勧告の基本的考え方
〈給与勧告の意義〉 労働 基本権制約 の代償措置
労使関係の 安定等能率 的 公務運営 の 基 盤
く民間準拠方式〉 市 場原 理 に よ る決定が困難， マ イ ナ ス 方 向 の 調整も含め民 間給与 に 均衡させ る のが基本
〈身分保障と給与〉 厳しい服務規律を伴い， 公 務 の 中 立性・ 安定性 の 確 保を目 的 と す る 身分 保障と給与水準は
それぞれ の次元で判断 すべ きも の
-13ー
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2 官民給与の比較
｜約7,600事業所 の約46 万人 の個人別給与を実地 調査 （完了率約 95%) I 
〈月例給〉 官民 の実 際 に支払われた 4 月 分給与を調査 （ベア中止， 賃金カ ッ ト 等 の 企業 の状況も反映 ）
単純な平均値では なく ， 職種 ， 役職段階， 年 齢など給与決定要素 の同じ 者同士を 比較
〈ボーナス〉 過去 1 年間 の民間 の支給実績 （支給 月 数 ） と公務 の 年間支給 月 数を対 比
0 官民較差（月例給）447円0. 1 2%〔行政職（一） ・ （二）現行給与 375, 269円 平均 年 齢 40. 5歳〕
3 改定の考え方
① 官民給与 の精確 な 比較 に よ る適正な公務員給与水準 の維持 の要請 （昨年 の国 会 附帯決議等）
② 民間 の改定状況
～ 約半数 （ 5 2. 9%） の 事業 所で ， 雇用 調整等を 行い つつ， 低率で あってもベア実施
③ 四現業職 員 （約3 1 万人 ） はベア完全実施 （0 . 1 2%. 369円） が決定
④ ボーナ ス 引下げ に よ り 職 員 の平均 年間給与は 2 年連 続で相 当 程度減少
⑤ 省庁再編 （局課数 の 大 幅削減） ， 定 員削減( 10 年間で 25%削減） ， 行政 コ ス ト 削減 ( 10 年間で30%削減） 等 公
務 に おけ る 業務効率 化 の努力 などを 考慮
〈俸給衰の改定は行わず， 扶養手当により措置〉
〈配分〉扶養手 当 4 1 3円 はねかえ り 分 21円 計 434円
① 官民給与 の較差が例 年 に なく小さく ． 従来ど お り 配分 に め り は り をつけた俸給表 の改定は困難
② 連 年 のボーナ ス の引下げ に よ り ， 特 に 家計へ の影響が 大 きいと 考えられ る 中堅層職 員 に 配慮
〈ボーナスは民間の支給月数に見合うよう引下げ〉
4 改定の内容
(1)扶餐手当 ・ 子等 の う ち 2 人目まで の手 当額 l人 に つき 5, 500円→6,000円 （ 500円引上げ）
・ 子等 のう ち 3 人固まで の手 当 額 l人 に つき 2.000円→3,000円o. 000円引上げ）
(2） 期末 ・ 勤勉手当等 年間支給 月 数 4. 95 月 分→4. 7 5 月 分 （ム0. 2月 ）
1 2月 期で引下げ 期末手 当 1 .  75 月 分→ 1 .6 月 分 （ム0. 1 5 月 ）
勤勉手 当 0. 6 月 分→0 . 5 5 月 分 （.6.0 . 0 5 月 ）
［実施時 期］ 平成 1 2年 4 月 1日
0 調整手 当 の支給 地 域 等 に ついて 地 域 に お け る 民間賃金 物価及び 生計 費 の実 情 に 応じて 見直し （平成 1 3年
度から実施）
5 給与システムの改革
～ 個人 の能力 ・ 実績をよ り 重視した給与体系へ の転換
く施策の検討の基本的方向〉
① 高い専 門性を有 す る職 員 の処遇
③ 実績重視 に よ る 動機付け
く俸給体系の再構築〉
② 専 門職 ・ ス タ ッ フ織 の 活用と処遇
④ 能力 ・ 実績 の反映 のため の評価シ ス テ ム の充実
現行 の 総 合給型 の俸給表 の構造を 職 員 の職務 能力 の伸長や経験 の蓄積， 優れた 成果や実績という 3 要
素を 踏まえ， 基本的 に 見直し （ 号俸構成， 昇給制度 （昇給 期 間 ， 特別昇給） 等）
本省 課長級等 の 管理職員 ， ス タ ッ フ職 員等 に ついて実績等 の給与へ の反映 を 強 化
～ 引き 続き関係者等 の意見を聴取し つつ ， 早期 に 成案
- 14一
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【参 考］モデル給与例 （単位：円）
一一一一一一一～ 勧 告 後 年 間 給 与月 額 年 間 給 与 の 減 少 額
25 歳 独 身 1 88, 900 3, 1 64,000 ム 38,000 
係 員
30 歳 配偶 者 243,600 4,062,000 ム 48,000 
35 歳 配偶者， 子 l 3 27, 700 5,536,000 ム 60,000 
係 長
40 歳 配偶者， 子 2 366, 900 6, 1 94, 000 D.. 5 9,000 
地 方 機 関 課 長 50 歳 配偶 者， 子 2 4 90,380 8, 1 76,000 ム 81,000 
本 省 課 長 45 歳 配偶者， 子 2 685,0 20 1 1 . 856, 000 ム 136,000
本 省 局 長 1 , 1 4 8,000 1 9,65 8,000 D.. 245, 000 
事 務 次 官 I. 50 7, 5 20 25,814,000 D.. 3 22, 000 
公務員人事管理の改革に関する報告の骨子
国民本位 の効率 的 な 行政 の実現に向 け ① 深い教養等 に裏付けられた使命感 ， 国民と同ー の 生活感 覚・目線を持 つ
幹部公務 員 の 育 成 ② 高い 専 門能力 と人材の多様性 の重視 ③ 能力， 適性等 に 基づく人 事 管 理 の 推 進 ④幹部公務
員 の 早期 退職慣 行 の是正 などの視点から公務員人 事 管理を改革
1 高い専門能力の確保
(1) 民間人材採用 の円滑 化 のため の任期付採用制度 の 創設 （別途， 意見 の申出）
－ 専 門 的 な 知識経験等を有 す る 者 の 任 期付採用及び給与 の 特例 に 関し， 立法措置を要請
(2) 法科大学院構 想 など大学院 教 育 の充実 に 対応した幹部要 員 の 確保
・ 行政を担う 有為 な人材 の 確 保 のため に 有効 な 大 学院 教 育 に 関 す る 検 討を期待し， そ の 動向を注視す る ととも に，
幹 部要 員 の 養 成， 採用 の 在 り 方等を検討
(3) 若手研究 員 の 任 期 の弾力 化
－任 期付研究員制度 の一層 の 活用 に資す る よう， 若手 育 成型 の 任 期等 に ついて検 討
2 国民の信頼にこたえ得る人事管理の実現
(1) 適正な 退職 管 理 の 推進
－幹部公 務 員 の 長 期 在職 に向 けて， 政府 方針 の 下で各省庁退職 年 齢引上げ指針 の作 成及び フ ォ ロ ーア ッ プ， 能力，
適性 に応じた複線 的昇進 管 理 など に よ り ， 計 画 的 に 退職 年 齢を引上げ
－再任用 の円滑 な導 入を支援。 公務外へ の就職希望 者向 け 情 報提供シ ス テ ムを検討
(2) 能力， 適性等 に 基づく人 事 管 理 の 推 進
・事務官・ 技 官 の別等 に よ る硬直的人 事 管 理 の 見直しを促し， 支援す る 施策を検 討
－ 行政研修 （特別課程） の拡充， 海外研修等を通じE種· ill種等採用職 員 の 登用を推進
・能力， 適性等を重視した人 事 管 理へ転換す るため の評価シ ス テ ム の検 討
(3) 新府 省へ の移 行と適切 な人 事管理
－ 旧 所 属 省庁 にとらわれ ない人 事管 理， 副 大 臣等と の適切 な指示 ・ 協 力 関係 の構築， スリム 化 に 対応した適材適
所 の人 事配置など中央省庁等改革 の円滑 な実施 に 関し， 人 事上の留意点を言及
3 公務員の意識改革等を通じた組織活力の維持・向上
(1)  幹部公務員 の意識改革
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・ 深い教養や哲学 に 裏付 けられた使命感， 国民 の 生活感覚・ 回線を共有できるし なやか な感性を持 つ幹 部 公 務 員
の 確保・育 成を図 るため， 講ずべ き具体 的 方 策を検 討
(2) ゆと り あ る 健 康 な職業生活 に 向 けて の取組
－超過 勤 務 縮減 の取組を支援。 保健 指導マニュアル の 作 成 など生活 習慣病対策を充実・強 化
4 男女共同参画社会の実現に向けた取組
(1) 女性 の採用 ・ 登用 の拡大
－採用・登用 の状況及び そ の取組を把握し必要 に 応じ 公表。 採用・登用 の拡 大 に向 けた施策を各 省庁が計 画 的 に
推進す るため の指針 の 策定を検 討
(2) 職業生活と 家庭 生 活 の両 立 に向 けた休暇・休業制度 の 検 討
－介護 に 専念できる 期間 の延長や子ども の看穫 に係 る 休暇 に ついて各方面 の意見を聞 きながら 検討
「夢大学i n TOYAMA 2000一研究情報発信・体験入学一」 の概要
本学では， 地域 に 関かれた大学として， 教 育研究活 動
の状況や施設などを広く地域社 会 に開放す るため， 大学
開放事 業 「夢大学in TOYAMAJ を毎年実施しています。
地域 の 方々や子ども達が， 実験やも のづく り などを通
して， 見て， 触れて， 不思議世界を体験す ることで， 科
学や社 会問題 に 関心を深め， か つ本学 の取組みを理解し
ていただくよう， 毎 年 事 業内容 に工夫を加えています。
本年度は， 1 1 月 1 1日 （土） . 1 2日 （日 ） の両日 ， 五 福
キャ ン パ ス において， 以下 の 事 業概要 のとお り 開催 す る
こと に な り ました。
多くの人々， 子ども達が参加す る よう， 教職員・ 学生
の積極 的 な 企画参加とご近 所へ の呼び か け等 の 協力をを
お願いします。
申込 ・ 問い合わせは， 地 域 共同研究セ ン タ ーまで
(TEL : 076 (445)  6936) 
1 . 研究情報発信一研究・実験等展示一覧ー
No. タ イ ト jレ
....昨年度の1コマ
；三4－ 部 等 担 当 者
1 光はおもしろい 理学部物理学科 教 授：高木 光司郎
助 教授：松島 房和
2 ナイ ロ ンを作ろう 理学部化学科 助 教授：石 岡 努
3 天体から の贈 り もの一球状炭素分子誕生の謎 理学部化学科 教 授：山本 浩司
助 教授：樋口 弘行
4 サ クラ， リンゴ， イ チゴもバラの仲間 理学部生物学科 教 授．鳴橋 直弘
5 莱緑体 のはたらきーその知られざる 一面一 理学部生物学科 助 教授．若杉 達也
6 海で山で地球 の中を覗くには？ 理学部地球科学科 助 教授：藤 浩明
7 立山 の台 地をおおった巨大な氷河 理学部地球科学科 教 授：小林 武彦
8 酸性雨って， どんな雨？ 理学部生物圏環境科学科 教 授：佐竹 洋
9 植 物 の “乾燥” 防衛作戦をみ る 理学部生物園環境科学科 教 授：井上 弘
10 トリク ロ ロ エチレ ンを無害物質 に変換 教育学部理科教育 助 教授：宮部 寛志
1 1  日 本の食料問題 経済学部経済学科 教 授：酒井 富夫
1 2  君も名裁判官！ 経済学部経営法学科 教 授：角森 正雄
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13  電気浮上！ ？ 工学部電気電子シ スァム工学科 教 授：升方 勝巳
助教授：高橋 隆一
技術専門官：北村 岩 雄
1 4  太陽 の謎 に迫る 工学部電気電子シス テム工学科 教 授：坂井 純一
15 コ ンビュー タ の中の実験室 工学部電気電子シスァム工学科 教 授：村井 忠邦
助教授：；堀田 裕弘
文部技官：本田 和 博
1 6  極微 の世界を観み， 探 る， 作る 工学部電気電子シスァム工学科 教 授： 上羽 弘
助 手：三井 隆 志
1 7  楽しい情報の世界 工学部知能情報工学科 教 授：河崎 善司郎
助 教授：田島 正登
助 手：瀧田 啓司
1 8  おもしろい光と視覚の世界 工学部知能情報工学科 教 授：中嶋 芳雄
助教授：松田 秀雄
助 手：宮腰 隆
1 9  力学が解きほぐす生体の謎 工学部機械知能シ ス テ ム工学科 教 授：五嶋 孝仁
助教授：石原 外美
助 手：清水 理能
20 覚えた形 に戻るかしこい金属と遊んでみよう！ 工学部機械知能シ ス テム工学科 教 授：松木 賢治
助教授：高辻 則夫
助 手：曾田 哲夫
技術専門職員：室谷 和雄
21 渦抑制板を用いた管群から騒音 防止 策 工学部機械知能シ ス テ ム工学科 教 授：岩淵 牧男
助教授：奥井 健一
技術専門職員：渡辺 秀一
22 ナノ世界 の機械工学 工学部機械知能シス テム工学科 教 授：岩城 敏 博
講 師：佐竹 信一
23 スフイ ムを作ろう 工学部物質生命シスァム工学科 教 授：黒田 重靖
助教授：小田 晃規
講 師：宮武 滝太
文部技官：京極 真由美
24 分子をコ ンヒ。ユー タで描いてみよう！ 工学部物質生命シス テム工学科 教 授：吉村 敏章
助 手：藤井 孝宣
25 動物が植物 に なった！ ？ 工学部物質生命シス テム工学科 助教授：安川 洋生
26 唾液から な にがわかる のか 工学部物質生命シスァム工学科 助教授：山口 昌樹
27 粉 ・ 粒を科学す る一巨大ピラミ ッ ドを護 り ， 時 を 工学部物質生命シス テム工学科 教 授：杉本 益規
刻む。 そして， ファイ ンな新素材を創るー 文部技官：宮嶋 俊 明
28 納豆 の美味しさの秘密は！ 工学部物質生命シスァム工学科 教 授：星野 一宏
29 おもしろい七変化 オリジナル小物をつくろう！ 一 工学部物質生命シス テム工学科 教 綬：池野 進
助教授：松田 健二
30 ス ァ ンレ ス 鋼 の 応力腐食割れー プフ ン ト を破壊す 工学部物質生命シスァム工学科 助 手：砂田 聡
る恐ろしい腐食 一
31 ガラス細工 にチャレ ン ジ！ ！ 工学部実習工場 技術専門職員：藤 岡 和典
32 溶 けた金属でいーものを作ろう！ 工学部実習工場 技術専門職員：二宮 英治
33 生誕 150周 年を迎えたフ フカディオ ・ハ ー ン （小泉 附属図書館 図書館専門員：滋野 康雄
八雲） の蔵書 にふれ る
34 ソ フ ト ウェアの歴史展ーコ ンビュー タ， ソフトな 総合情報処理セ ン タ ー 助教授：高井 正ニ
ければただ の箱一 技術専門職員：豊本 勉， 畑篤
文部技官：川原 智徳
35 廃液処理最 前線 水質保全セ ン タ ー 助 手：加賀谷 重浩
36 低温 ・超伝導 ・ 超流動 低温液化室工学部物質生命システム工学科 教 授：森 克徳
助教授：西村 克彦
理学部物質学科 教 授：楼井 醇児， 石川 義和
助教授：桑井 智彦
助 手：水島 俊 雄
教育学部理科教育 助 教授：市瀬 和義
37 本 当 に豊かな人生のため に 生涯学習教育研究セ ン タ ー 教 授：大石 襲1
38 共同研究 のすがた 大学と つきあってみません 地域共同研究セ ン タ ー 教 授：女川 博義， 城石 昭弘
か？ 助教授：草開 清志
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2. 体験入学講座ー覧
講座 講 座 名 募集定員 学 部 名 指導主任教官番号
11月11日（土） 1 日コース
1 南極 の科学 20 教育学部 教 授 字井 啓高
2 イ ン ターネ ッ トを10倍楽しむための利用技術 10 経済学部 教 授 古田 俊 吉
3 税制 ・ 刑事事件 ・ 地方自治入門 40 経済学部 講 師 近藤 和哉
4 君も名裁判官！ 40 経済学部 教 授 角森 正雄
5 イ ン ターネ ッ トで変わ るライ フ ・ ス タ イル 30 総創育報処理セ ンター 教 授 山 西 潤ー
中学生・高校生対象講座
6 外国語 の世界 いろいろな言語 のいろいろな響き一 20 人文学部 教 授 藤本 幸夫
7 おもちゃと コ ンビュー タで曲線をかこう！ 10 理学部 教 授 鈴木 正昭
8 進め！電波少年in TOY雌A 8 理学部 教 授 常川 省三
9 生命を支え る 遷移金属イ オ ン 10 理学部 教 授 金森 寛
10 たんぼの中の 小さな生き物 10 理学部 助教授 川本 恵一
1 1  線虫を探し ・ 撮ろう 5 理学部 教 授 黒田 英世
1 2  呉羽丘陵 の自然一秋を観察し．竹を伐って遊ぼう 1 5  教育学部 教 授 田中 晋
13  会社 つてなんだろう 10 経済学部 教 授 森岡 裕
14 ブリティ ッ シュ ・ ティーができるまで 10 経済学部 講 師 大西 吉之
1 5  ロボ ッ トを制御してみよう！ 10 工学部 教 授 作井 正昭
16 パ ソ コ ンを組み立てよう 6 工学部 教 授 龍山 智祭
1 7  イ ン タ ー ネ ッ ト の世界を探検しよう！！ 20 工学部 教 授 米国 政明
1 8  電能工房 （ コ ンビュー タ ー によ る モノ 造 り ） 7 工学部 教 授 能登谷 久 公
1 9  制御技術を学んでみよう 1 5  工学部 教 授 大住 同IJ
20 細胞 の中のD N Aを自 分の目で見てみよう。 5 工学部 教 授 磯部 正治
21 流れの可視化～見えないものを見てみよう～ 10 工学部 教 授 宮 下 尚
学校教員・社会人対象講座
22 環境ホルモ ンも測れる！ ？ だれでもできる簡易計測法 10 理学部 教 授 田口 茂
23 誰でも楽しめ る クラシ ッ ク 音楽 30 教育学部 助教授 石井 哲夫
24 シ ス テ ム思 考のすすめ 10 経済学部 助教授 古川 勝
11月12日（日） 1 日コース
中学生・高校生対象講座
25 「こころ」とは何だろうか？ 20 人文学部 教 授 梅村 智恵子
11月11日（土）・ 12日（日） 2 日コース
26 “小さな世界” をのぞいてみよう一電子顕微鏡観察の楽しみ一 5 工学部 教 授 池野 進
中学生・高校生対象講座
27 呉羽 山 丘陵 の地球科学 10 理学部 教 授 竹内 章
28 友だちをつ くろう 人間関係を拡げ る コミュニケーショ ンー 1 5  教育学部 助教授 小林 真
29 環日 本海英語塾 40 環日本海地域研究センター 講 師 堀江 典生
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一般市民を対象に正規授業を公開
ま す。本学では， 昨年度から一般市民を対象として公開授 業
を実施しましたが， 今年度も 「地域と人間」という主題
で正規授 業を公開 す る こと に な り ました。 こ の 公開授業
は， 21世紀を目 前 に ひかえて， 今 「地域 に 生き る 」こと
の現代 的 な意味を理解していただくことを目標としてい
実施期間は平成 1 2年 10 月 1 9日 から 1 2月 21 日 まで， 受講
申込は 10 月 1 7 日 まで。 スケ ジュールや受講料 などは次 の
と お り で す。
平成12年度富山大学公開授業スケジュール
区分 期 日 講 師 氏 名 ． 所 属 内 ，甘ー－ 時 問
10 月 1 9日 （木） 竹川 慎吾 （富山大学経済学部）
① 10 月 26日 （木） II 介護問題と地域社 会 4. 5時 間
1 1 月 2 日 （木） 西村 和美 （デイケアハウス ）
② 1 1 月 9 日 （木） 吉田恵美子 （富山警察署）
少年非行の現在
1. 5 時 間
一 警察補導員から の提言 一
③ 1 1 月 16日 （木） 稲葉 実 （富山国 際職芸 学院）
生涯現役
1. 5 時 間
一職人社 会から のメ ッ セ ー ジー
④ 
1 1 月 30 日 （木） 大谷 博之 （大谷治療院） もっと自由 に表現しよう！
1 2月 7 日 （木）
3 時 間
II ～T alk Liv e～ 
⑤ 1 2月 9 日 （土） 北村 暁夫 （日 本女子大学文学部） 南イ タリアの地域共同体 4. 5時 間
⑥ 
1 2月 14 日 （木） 高才 弘 （有限 会社 コ ーズ）
在 日韓国人と日 本の地域社 会 の現在
1 2月 21 日 （木）
3 時 間
II 
（注） 希望 の授業を選択受 講 す る ことができる 。 ただし ① ④ ⑤ ⑥は 2 ～ 3 コ マ 続きで受講す る こと （乙れら
は 「1 コ マだ け 」 の 受 講は不可）。
受講料は， 規定 に 基づき受講時 間数(1 コ マ 1 . 5時 間） に よ り 異な る 。 合 計1 ～ 5 時 間／￥4, 500, 5 ～ 10 時 間／
¥5,500, 10 ～ 1 5時 間／￥6, 500, 1 5 ～ 20 時 間／￥7,500。
基本的 に， 木曜 日 5 時 限 目( 1 6: 45～ 1 8: 1 5） に開講， ⑤ のみ 1 2月 9 日 土曜 日 3 ～ 5 時 限 に開講。
申込 ・ 問合 せは． 生涯 学習 教育研究セ ン タ ーまで （TEL:076 (445) 6956） 。
訂 正
第4 27 号 1 9ペ ー ジ の記事 に誤 り が あ り ました ので，
お詫び して訂正します。
（正） 高等学校 の 進路指導 担 当 教諭と の懇談 会を開催
（誤） 高等学校 の 進路指導 担 当 教諭と の懇話 会を開催
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8 月 1 日 大 学 説 明 会
辞令交付
省 エ ネ 推進 員打 合 せ 会
2 日 第 2 回広報委員会広報活 動 専 門 委 員 会
第 8 回 教 育研究基盤校費検討委員会
3 日 富 山 県 イ ン タ ー ン シ ッ プ推進協議会 （第一 ホ
テ ル）
4 日 大 学 説 明 会 （KKR名 古屋三の丸）
1 0 日 第 1 回 富 山 大 学 の 将 来 計 画 に 関 す る 検討特別
委 員 会
第 9 回 教育研究基盤校費検討委員会
22 日 大学入試セ ン タ ー 試験入試担 当 者連絡協議会
（福井 ワ シ ン ト ン ホ テ ル ）
25 日 第 2 回 富 山 大 学 の 将来 計 画 に 関 す る 検 討特 別
委 員 会
北 陸 地 区 会 計 事 務 担 当 者連絡協議会 （富 山 医
科薬科大学）
2 8 日 第 1 回 富 山 大 学 の 在 り 方 に 関 す る 検討特別委
員会
第 1 0回 教育研究基盤校費検討委員会
29 日 ペ ー パ レ ス 化 ・ 文 書 管理 シ ス テ ム デモ
3 1 日 官公需確保対策地方推進協議会 （富 山 商 工会
議所）
辞令交付
第 5 回 教養教育検討特別委員会
｜ 人 文 学 部 ｜
8 月 1 日 学 部 説 明 会
8 月 1 日 「総合 的 な 学 習 の 時 間 J に 関す る 教育運営協
議会
学 部 説 明 会
30 日 学 部 図 書 委 員 会
学部将来計画委員会
3 1 日 附属小 学校第 2 学期始業式
｜ 経 済 学 部 ｜
8 月 1 日 学 部 説 明 会
学
8 月 1 日 学部説 明 会
29 日 理 工学研究科博士後期課程入学試験
29～30 日 理工学研究科博士前期課程入学試験
学
8 月 1 日 学部説 明 会
10 日 学部教務委員会
2 1 日 工 場 運 営 委 員 会
2 8 日 学 部 安 全 委 員 会
29 日 理 工 学研究科博士後期課程入学試験
29～30 日 理 工学研究科博士 前 期 課 程入学試験
｜ 附 属 図 書 館 ｜
8 月 3 日 第 3 回 50年史編集 小 委 員 会
｜ 剛司眠t?:/$'- 1
8 月 1 7 日 第 6 回 運 営 委 員 会 （持 ち 回 り ）
2 8 日 先 端技術研修 （バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー コ ー ス ）
（～ 9 月 1 日 ）
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